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団体所在地 東広島市安芸津町三津 5545-2 

団体の名称 東広島市 

職 ・ 氏 名 所長 前中 真寿美 

（施設名 東広島市立三津保育所） 

 

 

１ 活動報告 

 

【４月～６月】(春季)               【７月～９月】(夏季) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１０月～１２月】(秋季)            【１月～３月】(冬季) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○活動報告書は、HPで公表しますので、公開可能な内容としてください。 

○データのサイズは、写真を含め、８Ⅿ以内に収め、ワード文書にて提

出してください。 

○こちらの報告書フォームに沿って全て記入してください。 

（活動報告） 

・春、夏の森散策 

・春じゃが芋・玉ねぎ収穫、とクッキング食育 

・昆虫採集、飼育 

・フィールド改善（緑肥プロジェクト） 

・リスクマネジメント研修（職員対象） 

・自然保育交流会（自然保育の意義、職員対象） 

 

（活動内容） 

・花のクラフト（ハンマースタンピング） 

・野菜クラフト（スタンピング） 

・稲刈り体験 

・玉ねぎ染め 

・アロマで防虫剤 

・腐葉土作り 

・地域の川・山を散策 

（活動内容） 

・秋の森遊び 

・どんぐり、イチョウ拾い 

・どんぐり、松ぼっくり転がし遊び 

・小学校連携での秋見つけ交流会 

・森遊び（焚火ごっこ、落ち葉のシャワー） 

・干した藁でしめ飾り作り 

・自然保育について（所内研修 職員対象） 

（活動内容） 

・親子の冬の森とあそびと散策（保育参加日） 

 アドバイザーによる自然保育講演会 

・冬の自然遊び（氷づくり） 

・焚き火と焼き板のプレートづくり 

・地域マップ完成 

・リスクマネジメント研修（職員対象） 



活動報告（詳細） 

 

１シーズンにつき最も印象的だった活動のエピソード１つご記入してください。 

エピソードは、活動プロセス、保育者の関わり、子どもの育ちの見取りを端的にお願いします。 

写真は基本 1 枚です。 

 

【４月～６月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【７月～９月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「神様の木だね」 

 

一年を通して行く榊山の森、何年も昔からここに生

育している木の周りで遊びます。子どもたちにとっ

て大きくてどっしりとしている木（カナメモチ）を

子どもたちが「神様の木」だとさわって木のぬくも

りを感じています。春、夏は榊の木の実で、何とも

言えない紫の淡い色で絵を描いたり、新緑の黄緑、

山の春の匂いを感じます。冬、今年も保育参加日に

菊間先生に森遊びを紹介していただき、親子で楽し

みました。自然物で沢山遊べることや、森を歩くだ

けで体のバランス感覚も養うことができる。森遊び

で育つものを教えていただき、自然保育の魅力を親

子で体感することができました。子どもたちは森遊

びでしなやかな体づくりができています。 

 

「僕たち、私たちの畑」（緑肥プロジェクト） 

 

園庭の土を柔らかく生き返らせよう！と子どもた

ちと硬い土を掘り、腐葉土を混ぜ耕し、緑肥をまき

ました。緑肥が芽を出し、夏には雑草畑となり、ア

カツメクサ、シロツメクサ、カラス麦などが茂りま

した。チョウやバッタ、トンボが来るようになり昆

虫採集や草遊びが楽しめる庭となりました。この緑

肥は原山先生が教えてくださり、子どもたちと緑肥

プロジェクトとして活動することで自分たちで作

った満足感も生まれていました。緑肥の隣には肥料

を入れ耕した畑に、安芸津のジャガイモを植え収穫

し、食し、５感を使った活動を行いました。 

 

 

 



 

【１０月～１２月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１月～３月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校連携「秋見つけ！」交流会 

 

年中・年長の子どもたちは小学生と一緒に森探検に

出かけました。榊山の森を守る地域の先生と歩き、

この森にいるイノシシの生態について話を聞き、食

べ物を探して土を掘った後や、体を綺麗にするため

に体を擦り付けた木の幹、蒐場と呼ばれるイノシシ

のお風呂など見学しました。秋の木の実や藤づる、

桜の美しい紅葉の葉を収穫した。秋の海風を感じな

がら、感覚を研ぎすませ集めた秋の宝物は、子ども

たちの大好きな制作に使われ、自然オブジェが輝き

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安芸津の海って素敵だね！ 

 

一年を通して、地域のフィールドへ散歩に出かけま

した。そのひとつに安芸津港があります。海の風を

感じ、波を見て自然を感じました。牡蠣の生産工場

へ行くと海の鳥を見ることもできました。牡蠣殻が

運ばれるベルトコンベアーのそばにとまっている

カモメに興味を持ち、何をしているのだろうと観察

もしました。牡蠣殻も触ったり、匂ったりして、「海

の匂いがするね」と、視覚、聴覚、臭覚、触覚の感

覚を使った散歩となりました。地域には遊んでみた

いところが沢山あり、これからも地域資源を活用し

た活動をしていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ その他（自然体験活動の実施における今年度のプロセス）※記入必須 

 

 ・ 職員の資質向上について 

   ・保育所周辺の環境を職員間で共通把握（年２回） 

   ・地域フィールドの地図作りにおいて地域を探検する。 

   ・「焚き火の達人」園内研修を行った。 

 

 

 ・ 地域との関わりについて 

  ・小学校交流での「秋見つけ！」榊山の森を管理されている方と森散策 

   ・栽培野菜を社会福祉協議会のお年寄りに届け食べていただく。 

   ・ 

 

 

  ・ 保護者との関わりについて 

   ・保育参加日で森の達人と森遊びを親子で楽しむ。 

   ・保育参加日で森の探検を親子で楽しむ。 

 

 

 

・ その他 

 

 

 

＊より詳しく活動をアピールしたい施設は、ホームページや SNS の URL をご記入ください。 

 

U R L 

 

 

 

 

 


